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R30a 「すざく」による銀河中心領域の観測: 広がった高温プラズマの大局構造
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我々の銀河中心領域における 1.◦8 × 1.◦0にわたる温度約 10 keVの高温プラズマの発見は日本の X線天文衛星
「ぎんが」、「あすか」による画期的成果の一つである。
「ぎんが」、「あすか」に続く、我が国 5番目のX線天文衛星「すざく」に搭載されたX線CCDカメラXISは
大有効面積、低バックグラウンド、高いエネルギー分解能をあわせもち、このような大きく広がった熱的プラズ
マの観測にうってつけである。

我々は 2005年 9月「すざく」を用いて、銀河中心領域 0.◦6× 0.◦3の範囲を合計約 185 ks観測し、過去最高質の
スペクトルを取得した。XISによって取得した領域全体のスペクトルを解析した結果、電子温度約 10 keVの高
温連続成分に加え、Mg, Si, S, Ar, Ca, Feの水素状・ヘリウム状イオンのKα輝線、中性 Feの輝線、ヘリウム状
NiのKα輝線を検出した。特に、Feのヘリウム状および水素状イオンの Kβ輝線とヘリウム状 Niイオンの Kα

輝線はこの観測によって初めて検出された。
また、水素状FeイオンのKα輝線のヘリウム状FeイオンのKα輝線に対する強度比は視野内ではほぼ一様で約

0.35であった。この輝線の起源が衝突電離平衡にあるプラズマであるとすると、このプラズマの温度は約 8 keV
であり、連続成分から決まる電子温度とほぼ一致する。
本講演ではMgからNiにおよぶ元素の輝線強度比から求めた各元素ごとのイオン温度、電子温度、およびその
空間一様性について議論する。


